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９
月
議
会
に
て
〝
消
費
税
増
税
時
の
低
所
得
者

等
対
策
に
関
す
る
意
見
書
〟
を
政
府
に
対
し
提
出

し
よ
う
と
し
ま
し
た
。
し
か
し
一
部
議
員
か
ら
反

対
の
意
見
が
出
さ
れ
た
の
で
賛
成
意
見
を
述
べ
る

た
め
登
壇
し
ま
し
た
。

平
成
26
年
4
月
か
ら
8
％
、
平
成
27
年
10
月
か
ら
10
％

に
消
費
税
が
増
税
さ
れ
る
国
会
決
議
を
受
け
、
私
は
9
月

議
会
一
般
質
問
で
被
災
地
に
お
け
る
住
宅
取
得
な
ど
に
関

し
増
税
免
除
を
訴
え
た
。
同
時
に
自
民
党
・
民
主
党
が
主

体
と
な
り
岩
手
県
議
会
と
し
て
「
低
所
得
者
対
策
ま
た
被

災
地
に
お
け
る
住
宅
取
得
に
係
わ
る
消
費
税
の
免
除
（
減

免
）
を
求
め
る
意
見
書
」
を
政
府
に
提
出
す
べ
き
と
の
提

案
を
し
た
。
し
か
し
消
費
税
増
税
を
認
め
な
い
と
い
う
考

え
か
ら
、
共
産
党
・
地
域
政
党
い
わ
て
等
が
そ
の
意
見
書

採
択
に
反
対
し
た
。

私
は
意
見
書
を
採
択
し
政
府
に
強
く
要
望
す
べ
き
と
い

う
賛
成
の
立
場
か
ら
登
壇
し
、
低
所
得
者
対
策
と
被
災
地

に
お
け
る
住
宅
取
得
等
の
消
費
税
増
税
免
除
の
要
望
を
提

出
す
べ
き
と
の
考
え
を
主
張
。
採
決
の
結
果
意
見
書
は
採

択
さ
れ
岩
手
県
議
会
か
ら
政
府
に
対
し
消
費
税
増
税
に
係

る
減
免
措
置
要
求
す
る
事
と
な
っ
た
。

平
成
23
年
度
決
算
特
別
委
員
会
開
催

10
月
15
日
か
ら
10
月
24
日
ま
で
、
平
成
23
年
度
決
算
審

議
を
行
い
ま
し
た
。
昨
年
の
震
災
後
の
決
算
と
い
う
事

で
、
連
日
午
前
10
時
か
ら
夜
8
時
前
後
ま
で
多
く
の
質
疑

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
次
の
項
目
に
つ
い
て
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

�
10
月
16
日
総
務
部
審
査
：
消
防
団
の
団
員
不
足
と
新
た

な
活
動
形
態
の
提
案

�
10
月
17
日
政
策
地
域
部
審
査
：
Ｉ
Ｌ
Ｃ
が
生
み
出
す

様
々
な
技
術
効
果
Ｐ
Ｒ
の
提
案

�
10
月
18
日
保
健
福
祉
部
審
査
：
看
護
師
不
足
対
策
に
つ

い
て

�
10
月
23
日
農
林
水
産
部
審
査
：
被
災
水
産
業
者
と
チ
ェ

ー
ン
飲
食
店
と
の
商
談
会
開
催
提
案

�
10
月
24
日
県
土
整
備
部
審
査
：
災
害
公
営
住
宅
建
設
に

係
る
設
計
施
工
一
括
発
注
方
式
に
つ
い
て

決
算
審
議
で
の
指
摘
事
項
・
提
案
事
項
が
来
期
予
算
に
活

か
さ
れ
る
事
を
期
待
し
ま
す
。

以
下
、
平
成
23
年
度
の
決
算
内
容
を
ご
報
告
し
ま
す
。

歳
入
歳
出
決
算
の
概
況

平
成
23
年
度
一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
は
、

過
去
最
高

○
歳
　
入
　
１
兆
３
４
８
８
億
２
５
９
５
万
円

（
対
前
年
度
６
１
１
８
億
７
８
９
８
万
円
、
83
・
０
％
増
）

○
歳
　
出
　
１
兆
２
５
３
９
億
７
３
８
２
万
円

（
対
前
年
度
５
５
６
８
億
６
３
５
５
万
円
、
79
・
９
％
増
）

◆
実
質
収
支（
※
）は
、
１
３
９
億
４
５
１
６
万
円
の
黒
字
と
な
り

ま
し
た
。

※
「
実
質
収
支
」

形
式
収
支
（
歳
入
総
額
か
ら
歳
出
総
額
を
差
し
引
い
た
決
算

額
）
か
ら
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
を
控
除
し
た
額
。
当

該
年
度
に
所
属
す
べ
き
収
入
と
支
出
の
実
質
的
な
差
額
を
み
る

た
め
に
用
い
ら
れ
ま
す
。

消費税増税低所得者対策を政府要望する事に賛成の意見を述べる
（平成24年10月12日）

歳入歳出決算の内容
第１　一般会計

決算収支 （単位：千円・％）
区　　　　分

予 算 現 額

歳 入 決 算 額

歳 出 決 算 額

歳 入 歳 出 差 引 額　Ａ

翌 年 度 へ 繰 越 す べ き 財 源　Ｂ

実 質 収 支 額　Ａ　−　Ｂ　＝　Ｃ

単年度収支額　Ｃ−（前年度実質収支額）

予 算 執 行 率
歳 　 　 入

歳 　 　 出

区　　　　分

予 算 現 額

歳 入 決 算 額

歳 出 決 算 額

歳 入 歳 出 差 引 額　Ａ

翌 年 度 へ 繰 越 す べ き 財 源　Ｂ

実 質 収 支 額　Ａ　−　Ｂ　＝　Ｃ

単年度収支額　Ｃ−（前年度実質収支額）

予 算 執 行 率
歳 　 　 入

歳 　 　 出

平成23年度
1,580,453,470
1,348,825,953
1,253,973,825

94,852,128
85.3
79.3

80,906,968
13,945,160
△ 986,719

平成22年度

763,225,459

736,946,966

697,110,269

39,836,697

96.4

94.7

24,904,818

14,931,879

△ 404,748

対前年度増減額
817,228,011
611,878,987
556,863,556
55,015,431

△ 11.1
△ 15.4

56,002,150
△ 986,719

増減率
107.1
83.0
79.9

138.1

224.9
△ 6.6

第２　特別会計
決算収支 （単位：千円・％）

平成23年度
236,040,500
233,595,319
223,184,731
10,410,588

99.0
94.6

6,171,838
4,238,750

△ 285,670

平成22年度

175,096,499

173,252,517

168,419,425

4,833,092

98.9

96.2

308,672

4,524,420

621,207

対前年度増減額
60,944,001
60,342,802
54,765,306
5,577,496

0.1
△ 1.6

5,863,166
△ 285,670

増減率
34.8
34.8
32.5

115.4

1,899.5
△ 6.3

■ 用　語　の　説　明（主なもの）■
扶　助　費 …… 現金又は物品の別を問わず、被扶助者に対して支給されるもので生活保護法に基づく

生活扶助、教育扶助、医療扶助、住宅扶助等の経費
公　債　費 …… 県債の元利償還金及び一時借入金利子
物　件　費 …… 普通建設事業費、災害復旧費及び維持補修費に係る経費を除くその他の経費の物件費

（賃金、共済費、需用費等）
維持補修費 …… 施設の効用を維持するため支出される経費
積　立　金 …… 一般に、財政運営を計画的にするため、又は財源の余裕がある場合において特定の支

出目的のため、年度間の財源変動に備え、財政規模及び税収その他の歳入の安定性の
程度に応じ積み立てる金銭をいい、地方自治法上は基金として処理

貸　付　金 …… 経済政策等各種の行政政策上の目的のため、地方公共団体から、民間等に対して貸し
付ける必要な資金

補 助 費 等 …… 負担金、補助金、補償、補填及び賠償金等
繰　出　金 …… 一般会計と特別会計又は特別会計相互間において、予算の相互充用のために支出され

る経費

県税
7.2％

■歳入決算款別割合
地方消費税清算金

1.8％ 地方譲与税
1.5％

地方特例交付金
0.1％

地方交付税
28.9％

交通安全対策
特別交付金
0.0％

分担金及び
負担金
0.4％

使用料及び手数料
0.4％

国庫支出金
31.1％財産収入

0.2％

寄附金
1.5％

繰入金
5.8％

繰越金
3.0％

諸収入
11.2％

県債
6.9％

■歳出決算款別割合
議会費
0.1％諸支出金

4.6％

公債費
9.5％災害復旧費

4.3％

教育費
12.3％

警察費
2.4％
土木費
5.9％

商工費
8.3％

農林水産業費
6.0％

労働費
6.2％

衛生費
7.6％

民生費
16.8％

総務費
16.3％

■歳出決算性質別構成比

人件費
14.4％

扶助費
1.3％

公債費
9.5％

普通建設
事業費
14.8％

災害復旧
事業費
5.3％

物件費
3.8％

維持補修費
0.9％

積立金
23.6％

投資及び
出資金
0.0％

貸付金
9.2％

補助費等
16.7％

繰出金
0.6％

■会計別決算額

港湾整
備事業

0

2,000,000

4,000,000

6,000,000

8,000,000

10,000,000

20,000,000

歳出 単位：千円歳入

母子寡婦
福祉資金

農業改
良資金

県有林
事業

林業改
善資金

沿岸漁業
改善資金

中小企業
振興資金

土地先行
取得事業

公債管理 証紙収入
整理

流域下水
道事業

367,445
244,301 610,624 462,476

4,073,844 3,866,625

1,152,467
601,989

960,231
270,518

10,784,659

5,321,275

1,269 1,268

197,343,647 197,343,647

4,642,244 4,612,006

9,679,346

7,776,721

3,979,543

2,683,905

歳 入 決 算 額　計

歳 出 決 算 額　計

歳入歳出差引額　計

233,595,319

223,184,731

10,410,588

“
消
費
税
増
税
の
免
除
を
！
”

＝
 消
費
税
増
税
低
所
得
者
対
策
の
意
見
書
採
択
＝

決算特別委員会にて質疑



ト
ピ
ッ
ク
ス

〝
Ｉ
Ｌ
Ｃ
が
岩
手
を
変
え
る
！
〟

Ｉ
Ｌ
Ｃ（
国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー
）誘
致
に
つ
い
て

私
も
初
め
て
Ｉ
Ｌ
Ｃ
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
と
き
『
Ｉ

Ｌ
Ｃ
っ
て
何
か
な
？
科
学
の
事
だ
し
、
あ
ま
り
自
分
に
は

関
係
な
い
こ
と
だ
ろ
う
…
』
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
そ
の
後
議
会
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
り
自
分
で
関
心
を
持

ち
様
々
な
人
か
ら
話
を
聞
い
た
り
し
て
く
る
う
ち
に
、
こ

れ
は
す
ぐ
に
効
果
が
表
れ
る
、
岩
手
を
劇
的
に
変
え
る
偉

大
な
装
置
で
あ
る
と
確
信
し
ま
し
た
。

建
設
着
手
は
も
う
す
ぐ
で
す
。
完
成
目
途
が
２
０
２
０

年
代
半
ば
、
建
設
場
所
の
決
定
が
２
０
１
５
年
、
建
設
候

補
地
は
4
か
所
（
ス
イ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
佐
賀
・
福
岡
の

県
境
、
岩
手
）
で
す
が
日
本
が
最
有
力
。
即
ち
10
年
内
に

岩
手
に
完
成
す
る
可
能
性
が
大
な
の
で
す
。

岩
手
の
何
が
変
わ
る
か
と
い
う
と
、
第
１
に
“
景
色
”

で
す
。
Ｉ
Ｌ
Ｃ
と
い
う
の
は
世
界
最
先
端
の
物
理
の
実
験

を
重
ね
、
宇
宙
誕
生
の
秘
密
を
解
明
す
る
場
所
で
す
。
世

界
か
ら
、
科
学
者
・
技
術
者
・
関
連
企
業
そ
し
て
そ
の

方
々
の
家
族
な
ど
が
移
り
住
み
、
約
１
万
人
の
外
国
人
街

が
で
き
ま
す
。
Ｉ
Ｌ
Ｃ
が
、
岩
手
に
新
た
な
国
際
都
市
を

作
り
ま
す
。
そ
れ
故
に
外
国
人
学
校
や
、
英
語
で
や
り
取

り
を
す
る
ス
ー
パ
ー
や
病
院
や
役
場
が
で
き
ま
す
。
休
日

に
な
る
と
岩
手
各
地
の
観
光
地
・
飲
食
店
・
映
画
館
に
は

そ
の
街
の
人
々
が
訪
れ
ま
す
。
Ｉ
Ｌ
Ｃ
は
岩
手
の
景
色
を

変
え
ま
す
。

第
２
に
岩
手
の
“
新
た
な
顔
”
が
つ
く
ら
れ
ま
す
。
Ｉ

Ｌ
Ｃ
に
よ
っ
て
科
学
に
関
す
る
様
々
な
情
報
が
日
々
岩
手

か
ら
世
界
に
発
信
さ
れ
ま
す
。
世
界
初
の
発
見
も
岩
手
Ｉ

Ｌ
Ｃ
か
ら
生
ま
れ
ま
す
。
ノ
ー
ベ
ル
賞
も
生
ま
れ
る
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｔ
Ｅ
の
名
前
は
世
界
に
広
ま
り

ま
す
。
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｔ
Ｅ
は
世
界
の
科
学
の
中
心
の
一
つ
と
な

る
の
で
す
。
現
在
岩
手
が
有
す
る
豊
か
な
自
然
や
悠
久
の

歴
史
文
化
、
ま
た
宮
沢
賢
治
に
代
表
さ
れ
る
文
学
や
思
想

と
い
っ
た
岩
手
の
イ
メ
ー
ジ
に
科
学
・
国
際
と
い
う
新
し

い
顔
が
加
わ
り
ま
す
。

第
３
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
が
“
震
災
復
興
の
強
力
な
推
進
役
”

に
な
り
ま
す
。
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
建
設
費
用
は
約
8
０
０
０
億
円

さ
ら
に
周
辺
の
環
境

整
備
、
こ
の
建
設
に

伴
う
膨
大
な
雇
用
が

生
ま
れ
ま
す
。
ま
た

Ｉ
Ｌ
Ｃ
は
日
本
に
自

動
車
産
業
に
代
わ
る

新
た
な
産
業
を
生

み
、
そ
の
中
心
が
岩

手
に
な
る
事
か
ら
関

連
産
業
の
進
出
が
期

待
さ
れ
永
続
的
な
雇

用
が
作
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
人
口
流
失

し
て
き
た
岩
手
に
人

材
が
集
積
し
、
そ
の

予
算
確
保
が
で
き
る
体
制
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
が
、
知

事
裁
量
で
自
由
に
使
え
る
資
金
の
確
保
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
う
。

答
弁
（
復
興
局
理
事
）

使
途
限
定
の
な
い
資
金
の
確

保
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
一
日
も
早
い
復
興
の
実
現
の

た
め
に
は
、
こ
れ
に
要
す
る
膨
大
な
財
源
の
確
保
が
不
可

欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
も
国
に
対
し
国
費
に
よ

る
充
実
支
援
と
地
方
負
担
も
含
む
復
興
財
源
の
確
保
を
要

請
し
て
き
た
。

国
に
お
い
て

は
、
昨
年
度
の
補

正
予
算
に
お
き
ま

し
て
、
地
域
づ
く

り
を
支
援
す
る
復

興
交
付
金
や
震
災

復
興
特
別
交
付

税
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
事
業
に

充
当
で
き
る
復
興

基
金
を
創
設
し

た
。今

後
の
復
興
を

円
滑
に
進
め
る
た
め
に
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
き
め

細
か
な
対
応
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
本
年

７
月
に
も
国
に
対
し
、
地
方
が
創
意
工
夫
を
発
揮
す
る
た

め
の
復
興
交
付
金
の
柔
軟
な
運
用
と
被
災
地
域
の
復
興
の

状
況
に
応
じ
、
住
民
生
活
の
安
定
や
地
域
経
済
の
振
興
な

ど
に
き
め
細
か
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
復
興
基
金
の
追
加

的
な
財
源
措
置
な
ど
を
要
望
し
た
。

今
後
も
、
国
に
対
し
て
、
被
災
地
の
実
情
に
沿
う
形
で

の
制
度
の
運
用
と
十
分
な
財
源
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
、

引
き
続
き
強
力
な
働
き
か
け
を
行
い
、
復
興
事
業
の
円
滑

な
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

〈
県
立
短
大
跡
地
に
つ
い
て
〉

質
疑
　
　
県
立
短
大
跡
地
の
活
用
に
つ
い
て
、
周
辺
自

治
会
か
ら
盛
岡
市
を
通
じ
県
当
局
に
対
し
地
域
の
活
動
セ

ン
タ
ー
と
し
て
の
利
用
要
望
が
出
て
い
る
。
こ
の
広
大
な

敷
地
を
今
後
地
域
づ
く
り
の
モ
デ
ル
パ
タ
ー
ン
と
し
て
活

用
し
、
同
時
に
地
域
の
要
望
に
応
じ
た
地
域
の
施
設
を
つ

く
る
な
ど
、
単
な
る
売
却
で
は
な
く
、
地
域
の
活
性
化

や
、
こ
の
地
域
の
先
進
事
例
と
な
る
よ
う
な
活
用
を
考
え

て
い
た
だ
き
た
い
。
当
局
の
見
解
を
伺
う
。

答
弁
（
総
務
部
長
）

旧
県
立
盛
岡
短
期
大
学
の
跡
地

に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
庁
内
や
盛
岡
市
に
対
し

意
向
調
査
を
実
施
す
る
な
ど
公
共
施
設
と
し
て
の
活
用
を

念
頭
に
検
討
を
進
め
て
き
た
が
、
具
体
的
な
活
用
ま
で
に

は
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
売
却
対
象
資
産
に
整
理

し
、
民
間
事
業
者
へ
の
売
却
を
視
野
に
検
討
を
進
め
て
き

た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
今
後
も
、
ま
ち
づ
く
り
に
一
義

的
に
責
任
を
有
す
る
盛
岡
市
の
意
向
に
十
分
配
慮
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
周
辺
町
内
会
か
ら
要
望

も
出
て
き
て
い
る
と
い
う
段
階
で
あ
る
。
こ
の
要
望
に
対

し
ま
す
市
の
検
討
内
容
も
踏
ま
え
ま
し
て
、
民
間
事
業
者

な
い
し
は
市
に
対
す
る
具
体
的
な
売
却
方
法
の
検
討
等
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
未
利
用
資

産
の
活
用
、
処
分
に
向
け
て
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
主
体
と

な
る
地
元
市
町
村
の
意
向
を
十
分
踏
ま
え
な
が
ら
、
地
域

の
活
性
化
、
地
域
振
興
と
い
っ
た
面
に
つ
な
が
る
よ
う
に

丁
寧
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

「
親
の
小
言
と
…
」

９
月
17
日
は
敬
老
の
日
で
し
た
。
ふ
と
『
敬
老
の
日
っ

て
ど
う
し
て
制
定
さ
れ
た
の
か
な
？
』
と
考
え
た
。

ま
ず
今
私
達
が
生
き
て
い
る
社
会
は
私
達
が
作
っ
た
の

で
は
な
く
、
祖
父
母
や
父
母
が
こ
れ
ま
で
汗
を
か
き
知
恵

を
出
し
て
一
生
懸
命
に
社
会
を
作
っ
て
き
た
結
果
今
の
社

会
が
あ
る
と
い
う
事
で
あ
り
、
そ
の
事
に
感
謝
す
る
た
め

に
制
定
し
た
の
だ
と
自
分
な
り
に
考
え
た
。

で
も
な
ん
か
大
き
な
事
で
あ
ま
り
ピ
ン
と
来
な
い
…
そ

こ
で
親
父
や
お
袋
の
事
を
改
め
て
振
り
返
っ
て
い
た
ら
小

言
ば
か
り
言
わ
れ
て
い
た
事
を
思
い
出
し
『
親
の
小
言
と

な
す
び
の
花
は
、
千
に
一
つ
の
無
駄
も
な
い
』（“
茄
子
の

花
は
全
て
実
に
な
る
。
親
の
小
言
も
全
て
役
に
立
つ
”
と

い
う
意
味
）
と
い
う
言
葉
が
浮
か
ん
だ
。

幼
い
頃
は
も
ち
ろ
ん
大
人
に
な
っ
て
か
ら
も
親
父
・
お

袋
か
ら
は
亡
く
な
る
ま
で
小
言
を
言
わ
れ
た
。「
約
束
は

必
ず
守
れ
」「
時
間
に
遅
れ
る
な
」「
使
っ
た
ら
元
の
場
所

に
戻
し
な
さ
い
」「
部
屋
を
出
る
と
き
は
必
ず
電
灯
の
ス

イ
ッ
チ
を
切
れ
」「
戸
は
き
ち
っ
と
最
後
ま
で
閉
め
ろ
」

…
思
い
出
す
と
き
り
が
な
い
く
ら
い
小
言
を
言
わ
れ
た
。

そ
の
当
時
は
『
う
る
さ
い
な
あ
、
そ
ん
な
些
細
な
こ
と
、

ど
う
で
も
良
い
だ
ろ
う
』『
言
わ
れ
な
く
て
も
分
か
っ
て

い
る
』
…
と
思
っ
て
い
た
。

し
か
し
今
、
自
分
が
子
を
育
て
る
身
に
な
り
、
ま
た
社

会
を
し
っ
か
り
見
る
よ
う
に
な
る
と
、
あ
の
時
の
小
言
が

よ
み
が
え
っ
て
く
る
。“
出
か
け
よ
う
と
思
っ
た
ら
、
家

の
鍵
が
な
く
あ
わ
て
る
”“
使
い
た
い
と
き
に
物
が
な
く

部
屋
中
を
探
し
回
る
”“
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
な
い
日
本
、
節

電
が
大
事
”
…
そ
ん
な
時
、
親
父
・
お
袋
の
小
言
は
こ
う

い
う
意
味
だ
っ
た
の
だ
と
今
し
み
じ
み
思
う
。
小
言
こ
そ

私
た
ち
の
生
き
方
を
作
っ
て
き
た
道
し
る
べ
！

敬
老
の
日
は
、
人
生
の
先
輩
の
小
言
に
感
謝
す
る
日
だ

と
わ
か
っ
た
。
そ
し
て
改
め
て
小
言
に
耳
を
傾
け
る
日
な

の
だ
。
最
近
の
日
本
が
お
か
し
く
な
っ
て
い
る
の
は
、
年

寄
り
の
小
言
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
年
を
と

っ
た
ら
沢
山
の
小
言
を
言
お
う
。

人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
る
産
業
の
振
興
が
は
か
ら
れ
、
そ

れ
は
衣
食
住
そ
し
て
余
暇
・
観
光
に
も
波
及
し
て
い
き
ま

す
。
雇
用
創
出
・
産
業
振
興
・
人
材
集
積
と
い
う
効
果
が

被
災
地
の
復
興
を
加
速
し
ま
す
。

そ
し
て
限
り
な
い
可
能
性
を
秘
め
た
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
最
大
の

効
果
は
、
世
界
最
大
規
模
、
世
界
最
先
端
、
世
界
中
の
注

目
が
集
ま
る
研
究
施
設
を
、
大
い
に
活
用
し
親
し
む
こ
と

に
よ
っ
て
私
達
は
科
学
や
国
際
社
会
に
対
す
る
興
味
を
抱

く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
子
ど
も
た
ち
も
自
ず
と
科

学
や
英
語
に
関
心
を
持
ち
、
国
際
性
を
も
っ
た
人
間
に
育

ち
ま
す
。
学
校
を
卒
業
し
た
ら
東
京
で
就
職
す
る
の
で
は

な
く
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
関
連
施
設
へ
就
職
し
た
い
と
い
う
子
ど
も

が
た
く
さ
ん
で
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
身
近
な
科
学
へ
の

関
心
が
私
た
ち
の
意
識
を
変
え
、
生
活
を
変
え
、
子
ど
も

た
ち
の
未
来
を
変
え
て
い
き
ま
す
。

第
4
に
Ｉ
Ｌ
Ｃ
は
“
岩
手
の
意
識
と
未
来
”
を
変
え
る

の
で
す
。
豊
か
な
自
然
、
悠
久
の
歴
史
・
文
化
、
世
界
と

時
代
を
貫
く
文
学
、
そ
し
て
新
た
に
未
来
を
切
り
拓
く
科

学
と
世
界
と
結
び
つ
く
国
際
性
が
、
岩
手
に
新
た
な
イ
ー

ハ
ト
ー
ブ
を
つ
く
る
の
で
す
。
私
は
Ｉ
Ｌ
Ｃ
岩
手
誘
致
に

全
智
・
全
能
・
全
力
を
傾
け
取
り
組
み
ま
す
。“
Ｉ
Ｌ
Ｃ

が
岩
手
と
未
来
を
変
え
る
”
私
は
確
信
し
て
い
ま
す
。

〝
素
晴
ら
し
い
町
内
会
企
画
（
Ô̂
）〟

名
須
川
町
防
災
研
修

去
る
11
月
11
日
名
須
川

町
内
会
で
田
老
を
訪
れ
ま

し
た
。
田
老
は
こ
れ
ま
で

明
治
・
昭
和
の
津
波
で
も

被
害
を
受
け
、
そ
の
対
策

と
し
て
あ
の
万
里
の
長
城

に
例
え
ら
れ
た
３
つ
の
防

潮
堤
に
守
ら
れ
た
町
で
し

た
。
し
か
し
今
回
の
津
波

は
そ
の
防
潮
堤
を
も
乗
り

越
え
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。

震
災
当
日
大
き
な
津
波

が
ぶ
つ
か
り
３
階
ま
で
被

害
を
受
け
た
た
ろ
う
観
光
ホ
テ
ル
の
社
長
は
、
津
波
が
押

し
寄
せ
る
中
、
６
階
の
客
室
で
第
１
波
か
ら
ビ
デ
オ
の
撮

影
を
続
け
貴
重
な
映
像
を
残
し
ま
し
た
。
私
達
は
ホ
テ
ル

を
訪
れ
そ
の
映
像
を
見
な
が
ら
社
長
の
お
話
を
お
聞
き
し

津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
震
災
語
り
べ
さ
ん
の
話
を
伺
い
な
が
ら
か
ろ

う
じ
て
残
っ
た
防
潮
堤
を
見
学
し
ま
し
た
。
防
潮
堤
は
確

か
に
津
波
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
小
さ
く
し
、
ま
た
そ
の
到
達

ま
で
の
時
間
を
稼
ぎ
逃
げ
る
時
間
を
与
え
た
だ
ろ
う
と
思

う
が
、
防
潮
堤
の
高
さ
ゆ
え
に
迫
り
く
る
津
波
を
感
じ
る

事
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
も
事
実
だ
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。そ

し
て
最
も
残

念
な
事
は
、
停
電

と
な
り
テ
レ
ビ
が

映
ら
ず
正
し
い
情

報
が
ま
っ
た
く
入

ら
ず
逃
げ
る
決
断

が
で
き
な
か
っ
た

事
、
ま
た
以
前
の

津
波
の
被
害
を
受

け
高
台
に
移
っ
た

人
は
ま
さ
か
こ
こ

ま
で
来
る
こ
と
は

な
い
と
油
断
し
逃

げ
な
か
っ
た
事
、

２
日
前
に
も
地
震

が
あ
り
そ
の
際
の
津
波
警
報
も
あ
っ
た
が
10
㎝
位
だ
っ
た

た
め
『
ま
た
か
…
ど
う
せ
こ
な
い
』
と
タ
カ
を
く
く
っ
た

事
、
そ
の
様
な
事
が
重
な
り
犠
牲
者
が
出
た
と
話
し
て
い

ま
し
た
。
今
回
の
震
災
は
私
達
に
私
達
を
守
る
絶
対
の
防

御
壁
は
な
い
と
知
ら
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
故
に
、
早

い
判
断
を
可
能
に
す
る
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
、
適
切
な
非

難
を
可
能
に
す
る
シ
ス
テ

ム
、
そ
し
て
ど
ん
な
小
さ

な
災
害
で
も
必
ず
逃
げ
る

意
識
、
そ
れ
が
最
大
の
防

災
策
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
…

今
回
の
研
修
は
、
体
験
を

聞
き
、
現
場
も
見
る
、
多

く
の
学
び
の
あ
る
研
修
で

し
た
。
こ
の
様
な
企
画
を

し
て
頂
い
た
町
内
会
の
皆

様
に
感
謝
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
！

常
思
旬
感

常
思
旬
感

常
思
旬
感

私
が
常
に
思
う
事
や
時
（
旬
）
に

感
じ
た
こ
と
を
徒
然
綴
っ
た
事
柄
で
す
。

“
制
度
を
変
え
、人
材
を
集
め
、財
源
を
確
保
せ
よ
！
”

＝
 ９
月
議
会
で
一
般
質
問
（
平
成
24
年
10
月
５
日
）
＝

９
月
25
日
か
ら
10
月
27
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
９
月

議
会
に
て
一
般
質
問
登
壇
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
民
主
党
を
離
れ
国
民
の
生
活
が
第
一
に

参
画
し
た
知
事
の
政
治
姿
勢
、
医
師
不
足
対
策
、

Ｉ
Ｌ
Ｃ
誘
致
、
旧
県
立
盛
岡
短
大
跡
地
活
用
な
ど
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

知
事
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て
は
、
首
長
と
い
う
役

割
を
果
た
す
上
で
一
つ
の
党
に
偏
っ
た
立
ち
位
置
は

如
何
か
？
と
い
う
趣
旨
で
質
問
を
し
ま
し
た
が
、
納

得
の
い
く
答
え
は
得
る
事
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
詳
細
は
岩
手
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す

http://w
w
w
.pref.iw
ate.jp）

〈
復
旧
・
復
興
用
地
確
保
に
つ
い
て
〉

質
疑
　

現
行
制
度
が
、
復
旧
、
復
興
の
推
進
を
阻
む

大
き
な
壁
、
障
害
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
国
の
制
度
を

変
更
し
た
り
新
た
な
制
度
を
制
定
し
た
り
し
て
早
期
に
事

業
用
地
の
取
得
を
可
能
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
こ

の
よ
う
な
制
度
の
壁
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
、
当
局
は
い

か
な
る
取
り
組
み
を
し
て
い
る
か
伺
う
。

答
弁
（
復
興
局
理
事
）

現
行
制
度
の
壁
を
乗
り
越
え

る
た
め
、
県
で
は
、
発
災
以
来
、
土
地
利
用
再
編
に
係
る

特
例
措
置
を
国
に
対
し
要
望
、
昨
年
12
月
に
は
東
日
本
大

震
災
復
興
特
別
区
域
法
が
成
立
し
た
。
こ
の
復
興
特
区
法

を
活
用
し
、
手
続
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
処
理
を
進
め
る
と
と

も
に
、
本
年
７
月
に
は
、
関
係
部
局
が
連
携
し
て
復
興
事

業
円
滑
化
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
市
町
村
の
許
認
可
等
手
続

の
迅
速
化
と
事
務
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。

ま
た
、
復
興
事
業
の
具
体
化
に
伴
い
、
所
有
者
不
明
等

に
よ
り
取
得
に
多
く
の
手
続
や
時
間
を
要
す
る
土
地
が
多

数
存
在
す
る
こ
と
が
判
明
。
７
月
に
は
国
に
対
し
、
所
有

者
不
明
土
地
の
市
町
村
管
理
制
度
や
土
地
収
用
手
続
の
迅

速
化
等
を
要
望
し
た
が
、
国
に
お
き
ま
し
て
は
、
こ
う
し

た
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
現
在
、
関
係
省
庁
に
よ
る
連

絡
会
を
設
置
し
、
実
態
の
把
握
と
さ
ら
に
必
要
な
措
置
の

検
討
を
進
め
て
い
る
。

〈
復
興
資
金
確
保
に
つ
い
て
〉

質
疑
　
　
復
興
財
源
に
つ
い
て
伺
う
。

私
が
被
災
地
を
視
察
し
た
際
、
安
全
な
移
転
先
の
確
保

の
た
め
用
地
買
収
の
交
渉
を
し
て
い
る
が
、
近
隣
に
建
設

が
予
定
さ
れ
て
い
る
国
の
復
興
道
路
建
設
の
た
め
用
地
買

収
金
額
と
格
差
が
あ
る
た
め
、
当
該
行
政
体
の
買
収
交
渉

が
進
ま
な
い
と
の
話
を
聞
い
た
。
あ
る
い
は
、
居
住
禁
止

区
域
の
土
地
買
い
上

げ
交
渉
で
も
、
行
政

が
提
示
す
る
買
い
上

げ
価
格
で
は
借
入
金

の
担
保
価
値
以
下
と

な
り
、
売
却
で
き
な

い
事
例
が
あ
る
と
の

話
を
聞
い
た
。

こ
の
よ
う
な
差
額

を
い
か
に
埋
め
て
い

く
か
、
当
局
の
理
屈

で
は
対
応
で
き
な
い

問
題
が
山
積
し
て
い

る
。
多
様
な
問
題
に

適
時
、
的
確
に
対
応

す
る
た
め
、
柔
軟
に

「知事、県民を見ずに、誰を見ているのです
か？制度を変え、人材を確保し、財源を持っ
てくるのが貴方の仕事ではないか！」

被災した、たろう観光ホテル

残った防潮堤から町を望む

加速器実験装置（ここから2008年小林誠氏の
ノーベル賞が生まれた）

上：つくば市 “高エネルギー加速
器研究機構” 訪問（名誉教授　吉
岡正和博士と）　下：加速器の研
究を担当している照沼博士と


